2012 Tochigi HAB International Championships

2012 Hot Air Balloon HONDA Grand Prix Final round

20-25 November 2012


アンチ・ドーピングとアルコールに関する方針

　WADA（世界アンチ・ドーピング機関）のアルコール乱用を含むドーピングのルールを適用する。

　酩酊したクルー（パイロットを含む）は遂行中のいかなる気球活動を停止しなくてはならない。

　セーフティ・オフィサーは彼が適切と考えるいかなる行動をもとることができ、またイベント・ディレクターにその報告をする。

　証拠が必要とされる場合、医療機関や必要があれば警察等への協力依頼もありうる。
　CIAの決定により、以下の情報はスポーティングコード（ジェネラルセクション3.11.2）に関連事項が記載されている。
　WADAの禁止薬物のリストに載っている薬を、医師の処方により使用している場合は、所属するNAC(ナショナル・エアロ・クラブ)により発行された許可書類を携帯していなくてはならない。これに該当する場合、競技委員長のレス・パーフィールドに申し出ること。
2012年、WADAの禁止薬物リストは下記のアドレスからダウンロードが可能。

http://www.wada-ama.org/Documents/World_Anti-Doping_Program/WADP-Prohibited-list/2012/WADA_Prohibited_List_2012_EN.pdf
リストは日本語、フランス語、スペイン語、スェーデン語、ノルウェー語以外にも、数多くの言語で訳されている。詳細は自国のスポーツ連盟に確認し、情報を得ること。
注意

１．日本の車両運転におけるアルコール血中濃度の法的上限は0.3mg / ml（呼気中 0.15mg）

２．日本の航空機操縦におけるアルコール血中濃度の法的上限は0％
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